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えていることで､生徒から ｢分かった !｣や ｢出来
た !｣という声が聞けるのはとても嬉しいことです｡
塾で教えているときとはまた別の視点から生徒と関わ
ることができましたし､生徒一人一人と関わるという
事について勉強させていただきました｡
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学校ボランティア体験記
外国語学部国際文化交流学科2年 内山智咲子
私は､今年の5月から六角橋中学校で学校ボラン
ティアをはじめました｡ボランティアを始めたきっ
かけは､4月に行われた学校ボランティアの説明会
に参加したことでした｡説明会では､すでにボラン
ティアをしている方々のお話を聞くことができまし
た｡皆さん､生き生きと楽しそうにボランティア休
験談を語っていて､楽しそう､私もやりたいと思い
ました｡そして､六角橋中学校で保健室登校の生徒
の学習サポー トを募集していると紹介され､さっそ
く活動を始めました｡
私が学習サポー トをしているのは､主に2年生の
女の子です｡ほかにも3年生の生徒が来ることもあ
ると最初に紹介されたのですが､私はまだ会ったこ
とがありません｡私が､英語の教員免許取得を目指
していることを配慮していただき､英語を教えるこ
とになりました｡自分の中では感覚みたいなもので
納得していることでも彼女にとっては難しいことを
どのように教えてあげたら､よくわかってもらえる
かということを考える良いきっかけとなっていま
す｡塾講師のアルバイ トをしたことがあるわけでも
なく､ ｢教える｣ということがまったく初めてのこ
とで毎回発見の連続です｡
今までボランティアをしてきて､悩んでいること
が大きく分けて2つあります｡1つ目は授業時間の使
い方です｡集団指導ならまだ自分の受けてきた授業
を活かせばいいのですが､1対1の個別指導というの
はどのように指導すればいいのか､なかなか難しい
ものがあります｡授業のはじめは彼女が自主学習で
予習をしているのでそのページの発音､意味､文法
事項の確認をします｡
それは20-30分で終わってしまい､残りの時間は大
体学校のワークをやっています｡そのワークはあまり
問題数がないので､すぐ終わってしまうこともしばし
ばです｡そのとき何をやるべきなのか戸惑います｡た
いていの場合はそのページの文法事項を確認していま
す｡しかし､クラスで授業を受けている生徒たちは
きっと先生から手製プリントのようなものをもらって
いると思うので (実際､彼女はテス ト前にもらってい
ました)､私がプリントのようなものを作って､もっ
と練習させてあげるか､もしくは､クラスで使用して
いる先生手製のプリントをやらせてあげたほうがいい
のかと思ったりもしています｡
2つ目は先生方との連携です｡六角橋中学校では先
生方に空いた時間があれば保健室登校の生徒のところ
に顔を出すという体制が整っています｡しかし､ボラ
ンティアである私は週1回午前中しかいないので､な
かなかお会いすることができず､またお会いできたと
してもお話しすることができません｡できればお話し
て､どのような指導をしたらいいのかなど相談に乗っ
ていただきたいなと思います｡相談する時間がなくと
も､せめてクラスの生徒たちが今どのような学習をし
ているのか知ることのできるシステムがあればいいの
にと思います｡
これからも､学校ボランティアを通してさまざまな
ことを体験し､将来に役立てて生きたいと思います｡
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Ⅸ 神奈川大学学校ボランティアの展開 (横浜キャンパス)
学習ボランティアを通 して
外国語学部中国語学科4年 石原結
私は今年の五月末から､毎週木曜日の午前中と学
校から要請があった時に､横浜市立六角橋中学校の
国際学級で学習支援ボランティアをしています｡国
際学級とは､学校に5人以上の外国籍の生徒が在籍す
る場合開かれる学級で､現在私は､学習支援を必要
とする､日本に来て1年未満の3人の中国籍の生徒と
一緒に勉強しています｡
ボランティア活動としては､生徒をクラスから取
り出す ｢取り出し授業｣では､担当の先生の補助と
して日本語を教え､取り出し授業以外では､生徒の
学級での授業に入り､生徒の横で分からない所を中
国語や簡単な日本語で授業の支援を行っています｡
時には､担当の先生が生徒と自由に中国語で会話を
していい時間を作ってくれる場合もあります｡
まだ始めて間もないですが､生徒と接するにつれ
て生徒の悩みを知るようになりました｡受験を控え
た3年生の悩みとしては､進学先として定時制もある
が目標は全日制｡しかし外国人特別枠は倍率も高
く､今の学力では難しいことO授業についていけな
い自分がもどかしく､日本人の生徒と比べてしまう
こと｡その悩みを聞いて私は､ ｢他の生徒と比べな
いで､自分が今できないことを少 しずつ克服 しよ
う｣と言うことしかできませんでした｡
また､3人共通の悩みとしては､日本人の友達がいな
いことです｡国際学級では担当の先生や私と明るく
コミュニケーションを取れる生徒が､教室ではどこ
か不安気で､少し元気がないのです｡
生徒たちの悩みを知るにつれ､学習支援ボラン
ティアとして自分がどこまでできるのだろう､どこ
まで入り込んでいいのだろうと考えるようになりま
した｡日本人の生徒と国際学級の生徒との仲を近づ
けて､友達と呼べる人を作ってあげたいが､そこま
で自分がしていいことなのだろうか､もっと自分に
できることがあるのではないだろうかということで
す｡このようなことを毎回生徒と触れ合う度に思う
のですが､まずは自分にできることとして､今後も
生徒たちと信頼関係を気づき､生徒の悩みなどを担
当の先生に伝えていこうと思います｡そして､生徒
の拠 り所､話し相手になれればいいなと思っていま
す｡
週に1度ではありますが､毎回生徒に元気をもら
い､学習支援ボランティアにやりがいを感じていま
す｡今後も担当の先生と生徒とコミュニケーション
を図り､貴重な経験を積んでいきたいと思います｡
'-･･･､･.
神奈川大学 教職課程指導室
電話 :045-481-5661(内線4228)
FAX:045-413-4154
E-mail:eduk@kanagawa-u.acJp
一ヽ､-､-● l
-173-
